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【特集】災害！そのときのために

私
た
ち
は
ど
ん
な
備
え
を
す
れ
ば
、
自
ら
の
命
を
守
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
に
で
き
る
災
害
へ
の
備
え
と
は
。

自
分
の
力
で
、
自
分
を
守
る

油
断
大
敵

自
宅
を
安
全
に

必
需
品
を
用
意

情
報
収
集

ー備蓄（持出）品リストー
□ 飲料水　　　　□ 食料品
□ 現金　　　　　□ はんこ
□ 通帳・クレジットカード
□ 免許証・健康保険証等の写し
□ 救急箱　　　　□ 常備薬
□ 携帯ラジオ　　□  懐中電灯
□ ろうそく　　　□ 乾電池
□ 燃料　　　　　□ 衣類
□ 軍手　　　　　□ マスク
□ ウエットティッシュ
□ カセットボンベ・コンロ
□ ハザードマップ　ほか
＊ 上記リストをチェックし、日頃か
らの備えを心がけましょう。また、
まとめてすぐに持ち出せるように、
持出袋も準備するとよいでしょう。
その他、個人で必要と思われる物
もまとめておきましょう。

市
で
は
、
災
害
に
関
す
る
情
報

を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
迅
速
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
受
信
方
法

に
つ
い
て
事
前
に
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

□
防
災
行
政
無
線

□
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

□
市
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

□
市
ツ
イ
ッ
タ
ー

□
メ
ー
ル
一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
事
前
に

登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、
市

か
ら
の
情
報
を
お
使
い
の
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
メ
ー

ル
配
信
し
ま
す
。
市
外
で
の

受
信
も
可
能
で
す
。

※ 

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
登
録

画
面
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま

す
。

大
規
模
災
害
等
の
緊
急
時
の

み
携
帯
電
話
へ
メ
ー
ル
配
信
。

市
内
で
の
み
受
信
可
。

 

問 

情
報
政
策
課
情
報
化
推
進
係

（
☎
内
線
３
０
６
）

　

災
害
時
の
被
害
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大

切
で
す
。

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
、避
難
場
所
（
ル
ー
ト
）

や
緊
急
連
絡
方
法
な
ど
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
津
波

で
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
亡
く
な
っ
た
方
の
う
ち
７

割
以
上
が
「
住
宅
・
家
具
類
の

倒
壊
」
が
原
因
で
し
た
。
こ
れ

ら
の
倒
壊
を
防
ぐ
対
策
が
重
要

で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
後
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸

断
さ
れ
た
り
、
必
要
な
物
資
が

手
に
入
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
自
力
で
し
の
げ
る

よ
う
、
最
低
３
日
分
の
飲
料
水

（
１
人
１
日
３
㍑
）
と
食
料
は

備
蓄
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
配
布
し
て
い
る
洪
水
・

土
砂
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、

洪
水
時
の
浸
水
情
報
や
避
難
方

法
等
に
か
か
わ
る
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
速
や
か
な
避

難
の
た
め
に
よ
く
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

グラッときたら、まず身
の安全。机の下などに隠
れましょう

大雨のときは、早めの避
難を心がけましょう。事
前に避難路の確認を

住宅の耐震化が重要 家具を金具で壁に固定した
り、突っ張り棒で転倒防止

□ 

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
）
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【特集】災害！そのときのために

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
見
直
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
。

地
域
の
絆
が
地
域
を
守
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。

地
域
で
助
け
合
う

東染町自主防災会
会長

栗原　茂 さん
（東染町）

平成 22年に自主防災会を立ち
上げていたおかげで、東日本大
震災では比較的早い初期対応がで
きました。大災害では、飲料水の
確保が重要。そのため、井戸水の
あるお宅 20軒ほどを登録してい
ます。特に高齢者が多いこの地域。
今後も訓練を重ね、いざという時
に備えたいと思います。

地域の協力体制
が大事

interview

地
域
を
守
る

自
主
防
災
会

困
っ
た
時
は
お
互
い
様

自
主
防
災
会
と
は
、
自
分
た
ち

の
地
域
で
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

防
災
活
動
を
行
う
た
め
に
結
成
さ

れ
た
組
織
で
す
。

自
主
防
災
会
は
、
平
常
時
は
防

災
訓
練
等
を
行
い
、
防
災
知
識
の

普
及
啓
発
、
設
備
の
点
検
等
を
実

施
し
ま
す
。

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

消
防
署
や
消
防
団
だ
け
で
は
手
が

回
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
負
傷

者
の
救
出
や
初
期
消
火
、
避
難
誘

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
は
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
情
報
把

握
、
避
難
、
生
活
の
確
保
な
ど
が

困
難
な
状
況
に
置
か
れ
ま
す
。
特

に
迅
速
に
避
難
を
要
す
る
場
合
な

ど
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
援
が
必

要
で
す
。
本
市
で
は
、
避
難
支
援

が
必
要
な
人
に
対
す
る
地
域
の
皆

さ
ん
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
に

よ
る
避
難
支
援
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

けが人を避難所に搬送。救急隊員
に引き継ぐ訓練（東染町）

2月 23日、東染町では独
自に総合防災訓練を実施

東日本大震災で倒壊した塀を
撤去する内田町中自主防災会

導
、
情
報
収
集
、
避
難
所
の
運
営

な
ど
の
役
割
を
担
い
、
地
域
の
被

害
軽
減
の
た
め
、
力
を
発
揮
し
ま

す
。現

在
、
市
内
す
べ
て
の
町
会
で

自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、

市
で
は
、
訓
練
実
施
に
対
し
て
の

支
援
や
、
防
災
資
機
材
を
整
備
す

る
た
め
の
購
入
費
助
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
支
援
が
必

要
な
方
は
登
録
を

　

地
震
や
洪
水
な
ど
の
災
害
時

に
、
ひ
と
り
で
安
全
に
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
（
災
害
時
要
援

護
者
）
の
登
録
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◇ 

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
で
、
避
難
の
際
に
支
援

を
要
す
る
方

　

① 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯

　

② 

要
介
護
度
３
以
上
で
、
在
宅

で
生
活
し
て
い
る
方　

　

③ 

身
体
障
害
の
程
度
が
１
級
ま

た
は
２
級
の
方

　

④
療
育
手
帳
Ⓐ
ま
た
は
Ａ
の
方

　

⑤ 

①
〜
④
に
準
じ
る
状
態
で
、

災
害
時
の
支
援
を
必
要
と
す

る
方

◇
登
録
方
法　

登
録
を
希
望
す
る

方
は
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

申  

問
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
141
・
142
）
／
高
齢
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
（
内
線
144
・

131
）
／
金
砂
郷
市
民
生
活
課
（
☎

76
‐
２
１
１
６
）
／
水
府
市
民

生
活
課
（
☎
85
‐
１
１
１
８
）

／
里
美
市
民
生
活
課
（
☎
82
‐

２
７
６
１
）

　

自
主
防
災
会
の
主
な
資
機
材

○ 

電
気
が
止
ま
っ
た
時
の
た
め
に

発
電
機
、
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、

投
光
器
、
ロ
ウ
ソ
ク
、
ガ
ソ
リ

ン
携
行
缶
な
ど

○ 

け
が
人
等
が
出
た
時
の
た
め
に

　

 

救
急
セ
ッ
ト
、
担
架
、
毛
布
な
ど

○
食
料
等　

 

飲
料
水
な
ど

○ 

そ
の
他
備
品　

消
火
器
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、軍
手
、一
輪
車
、メ
ガ
ホ
ン
、

土
の
う
袋
、
救
助
ロ
ー
プ
な
ど

＊ 

資
機
材
は
自
主
防
災
会
に
よ
り
多

少
異
な
り
ま
す
。
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【特集】災害！そのときのために

頼
み
の
綱
、
消
防
。
市
防
災
対
策
の
強
化

消防団活動を始めて 30年。消
防団には地域の方の生命財産を守
る使命があります。水府地区は特
に高齢者が多いので、若い人が注
意して見守る意識が必要です。活
動は地域との密着が基本。地域の
方と身近に接する中で、お年寄り
から温かい言葉をかけてもらった
りすると一層やりがいを感じます。

地域を守る誇り
を胸に

interview

常陸太田市消防団
水府支団第 2分団長

金澤 克義 さん
（中染町）

昨
年
に
牛
久
市
、
秋
田
市
・
仙

北
市
と
、
２
月
に
臼
杵
市
と
締
結

し
ま
し
た
。
物
資
・
資
機
材
の
提

供
や
職
員
の
派
遣
等
を
行
い
、
復

旧
活
動
を
相
互
に
応
援
し
ま
す
。

火
災
や
地
震
、
風
水
害
な
ど
の

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
消
防

署
と
一
体
と
な
っ
て
火
災
の
消
火

や
救
助
、
救
護
活
動
な
ど
を
行
い
、

住
民
を
守
る
の
が
消
防
団
の
大
き

な
役
割
で
す
。

普
段
は
、
災
害
に
対
す
る
訓
練

や
、
火
災
予
防
の
た
め
に
地
域
の

見
回
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を

高
め
る
た
め
、
火
災
予
防
や
応
急

手
当
の
指
導
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
私
た
ち
市

市
で
は
、
上
・
下
水
道
、
道
路

な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や
、

避
難
所
の
設
置
な
ど
、
大
災
害
に

備
え
た
対
策
に
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
た
め
の

「
市
地
域
防
災
計
画
」
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
東
日
本
大
震
災
の
経

験
か
ら
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
と
す

る
た
め
、
見
直
し
を
図
っ
て
い
ま

す
。
風
水
害
編
・
震
災
編
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
中
に
終
え
る
予
定

で
す
。

災
害
時
の
協
力
体
制

防
災
対
策
の
強
化

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
る
消
防
団

員
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
る
、
ま
ち
の
頼
も
し

い
存
在
で
す
。
本
市
の
消
防
団
で

は
、
８
９
６
人
の
団
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
（
２
月
１
日
現
在
）。火災予防などについて地域

の方に声をかける消防団員

◇ 

災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定

◇ 

災
害
時
燃
料
優
先
供
給
等
の

支
援
協
力
に
関
す
る
協
定

◇ 

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
設

置
運
営
に
関
す
る
協
定

◇ 

災
害
時
に
お
け
る
介
助
員
派

遣
に
関
す
る
協
定

県
石
油
業
協
同
組
合
太
田
支
部

と
締
結
し
ま
し
た
。
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
車
両
等
へ
の
燃
料
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
と
締
結
し
ま
し
た
。
一
般
の

避
難
所
生
活
に
支
障
の
あ
る
方
を
、

市
内
の
施
設
に
受
け
入
れ
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
締
結
。

介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

等
を
福
祉
避
難
所
に
派
遣
し
ま
す
。

頼
り
に
さ
れ
る
消
防
団
員

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所
へ

の
避
難
者
に
対
応
す
る
た
め
、

２
６
０
０
人
分
を
目
標
に
飲
料

水
・
食
料
の
備
蓄
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
市
耐

震
改
修
促
進
計
画
に
基
づ
き
、
平

成
27
年
度
中
に
す
べ
て
完
了
す
る

予
定
で
す
。

耐震化工事が進む市役所
本庁舎 1階
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✿

✿おめでとうございます

✿✿
88歳以上の方を対象とした「高齢者叙勲」
において、本市から井上穰さんが受章さ

れました。

叙勲
井上  穰 氏（西宮町）
元西小沢小学校長。永年にわ
たり教育の発展に尽力された

瑞宝双光章

昨
年
11
月
10
日
か
ら
５
日
間
、
明
治
神
宮
球
場
等
で
開
催
さ
れ
た
、

第
43
回
明
治
神
宮
野
球
大
会
大
学
の
部
は
、桐
蔭
横
浜
大
学（
神
奈
川
）

が
決
勝
で
法
政
大
学
を
破
り
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
桐

蔭
横
浜
大
学
の
レ
フ
ト
で
４
番
を
打
っ
て
い
た
の
が
、
本
市
出
身
の

中
川
淳
平
選
手
で
す
。
中
川
選
手
は
機
初
小
か
ら
瑞
竜
中
、
水
戸
市

内
の
高
校
へ
と
進
学
し
、
同
大
学
へ
。
今
年
度
の
神
奈
川
の
秋
季
１

部
リ
ー
グ

で
は
打
点

賞
と
首
位

打
者
に
輝

き
、
ベ
ス

ト
ナ
イ
ン

に
も
選
ば

れ
ま
し
た
。

野
球
人
生
の
集
大
成
、

　

大
学
野
球
で
頂
点
に

✿野野✿

平山  美織 さん

２
月
22
〜
24
日
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
た
、
第
12
回
全
日
本
新
体

操
キ
ッ
ズ
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
太
田
小
２
年
の
平
山
美
織
さ
ん
が
出
場
。

見
事
な
演
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

「大勢の人の前で楽し
く演技することがで
きました。練習を頑
張って、また全国大
会に出場したいです」

「小・中・高校、大学と
野球をやってきましたが、
今回の優勝はその集大成
となりました。これから
は社会人として、新しい
目標を見つけたいと思い
ます」

新
体
操
で
全
国
大
会
へ

優
良
子
ど
も
会
・
指
導
者
表
彰

顕
著
な
活
動
を
し
て
い
る
子
ど
も
会
や
子
ど
も
会
の
育
成
に
永
年

に
わ
た
り
功
労
の
あ
っ
た
指
導
者
等
を
表
彰
す
る
、
平
成
24
年
度
優

良
子
ど
も
会
等
表
彰
式
（
県
・
県
教
育
委
員
会
・
県
子
ど
も
会
育
成

連
合
会
主
催
）
が
、
１
月
19
日
に
笠
間
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
か
ら
は
、
優
良
子
ど
も
会
と
し
て
下
利
員
さ
く
ら
子
ど
も
会

の
皆
さ
ん
（
下
利
員
町
）、
優
良
子
ど
も
会
育
成
指
導
者
と
し
て
櫻

井
清
美
さ
ん
（
千
寿
町
）
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

下利員さくら子ども会

櫻井  清美 さん

中川  淳平 さん

✿統
計
功
労
者
表
彰

永
年
、
統
計
調
査
員
な
ど
に
従
事
さ
れ
た
統

計
功
労
者
と
し
て
、
次
の
方
々
が
県
知
事
な
ど

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
県
知
事
表
彰　

大
内
昭
さ
ん
（
島
町
）

▼ 

県
統
計
協
会
総
裁
表
彰　

増
子
徹
さ
ん（
上

高
倉
町
）
／
川
上
文
興
さ
ん
（
町
田
町
）

／
二
方
孝
子
さ
ん
（
新
宿
町
）
／
安
博
子

さ
ん
（
常
福
地
町
）

　　　　 お詫びと訂正
2月号の 8ページ「おめでとうござい
ます」中、最下段右から 1行目。
　（正）篠原七海 さん
　（誤）篠崎七海 さん
　……お詫びして訂正いたします……
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✿✿ 県
北
地
域
う
ま
い
米

　
　

食
味
コ
ン
テ
ス
ト

米
醗
酵
ア
イ
ス
が

　
　

農
林
水
産
大
臣
賞

平
成
24
年
度
県
北
地
域
う
ま
い
米
食
味
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
本
市
の
山
崎
正
光
さ
ん
（
徳
田
町
）

が
最
優
秀
賞
、
磯
野
武
紀
さ
ん
（
小
目
町
）
と

㈱
エ
ス
フ
ァ
ー
ム
（
小
島
町
）
が
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
の
山
崎
正
光
さ
ん
は

「
米
の
食
味
を
高
め
る
た
め
に
、
化
成
肥
料
を

使
用
せ

ず
堆
肥

の
み
で

栽
培
し

て
い
ま

す
」
と

話
し
て

く
れ
ま

し
た
。

平
成
24
年
度
優
良
ふ
る
さ
と
食
品
中
央
コ
ン

ク
ー
ル
の
新
製
品
開
発
部
門
で
、

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
が
開
発
し
、

本
市
の
特
産
品
に
認
証
さ
れ
て

い
る
「
米
醗
酵
ア
イ
ス
」
が
農

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

今月の市民健康スポーツデーは
3月27日水です

問 スポーツ振興課スポーツ振興係（山吹運動公園
市民体育館内）☎ 73‐0090／ FAX 73‐1230

個人、家族、グループなどで楽しんでカラダを
動かしましょう！

茅
根
町
睦
会
第
２
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

昨
年
は
じ
め
て
開
催

し
た
、
茅
根
町
睦
会
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
の
第
２
回
大
会
を
、

11
月
28
日
に
旧
佐
都
小

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

大
会
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
６
人
の
役
員

で
会
議
を
持
ち
、
期
日

は
市
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
に
合
わ
せ
た
月
の
最
終
水
曜
日
、

会
場
は
旧
佐
都
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
用
具
の
足
り
な
い
も
の
は

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
か
ら
お
借
り
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
前
回
と
の
違
い
は
、
チ
ー
ム
編
成
を
完
全
な

く
じ
引
き
に
し
た
こ
と
、
個
人
戦
に
加
え
て
チ
ー
ム
に
よ
る

団
体
戦
を
取
り
入
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
２
回
目
と
い
う
こ
と

で
コ
ー
ス
を
難
し
く
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

み
ん
な
が
楽
し
ん
で
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

年
間
計
画
の
大
会
と
練
習

日
を
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ

デ
ー
に
合
わ
せ
て
毎
月
最

終
の
水
曜
日
に
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
会
員
の
要
望
を
聞
き

な
が
ら
役
員
で
話
し
合
い
、

す
ば
ら
し
い
大
会
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

茅
根
町
睦
会  

代
表　

江
幡  

一
郎
さ
ん

グラウンドをフルに利用したコース　　　　ナイスタッチ

　　地域で運動・スポーツを楽しんでいるみ
なさん、紙面で活動をアピールしませんか？
スポーツ振興課までご連絡ください。取材に
お伺いいたします。

受賞された皆さん。右から
磯野武紀さん、山崎正光さ
ん、㈱エスファームの小林
慎太郎さん
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農
業
の
チ
カ
ラ

シイタケ栽培につい
て語る中野林平さん

良
い
も
の
を
作
り
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ

食
を
支
え
る
農
業
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
の
意
気
込
み
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

風
評
被
害
に
立
ち
向
か
う

問 ☎ 72‐3316

～ごみは、各班などで決められた集積所に出してください～

中身のガスが残ったままのスプレー缶やカセットボンベをごみとして
出すと、ごみ収集車への積込みや市清掃センターでの作業中に、火災
や爆発を引き起こす原因になります。

１　中身を使い切る。
　※ スプレー缶などに取り扱い方が書いてある場合には、説明文の通りにしてください。
２　火気のない屋外の風通しのよい所で、ガス抜き器などで穴を開ける。
　※ 安全にガス抜きを行うために、ガス抜き器の使用をお勧めします。１つ 100円程度から

購入できます。
３　「アルミ缶・スチール缶」の日に出してください。
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ルリエ（常陸太田市地域おこし協力隊）とは？
「地域おこし協力隊」は、平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に住
民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域協力活動をしていきます。　
ルリエのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/　※「ルリエ」は、フランス語で「つなぐ・むすぶ」という意味 

地域おこし協力隊がゆく !!

り んながつ ぼ

   新鮮野菜たっぷりの
   タイカレー

地域団体の発表も行います (^^)

子どもから大人まで
真剣に竹細工を楽し
んでいました！

     参加者と地域の方とで作った
     竹の器で、手作りけんちんと
     そばを食べました☆

　　　牛久の参加者と地域の皆さんと☆

笹川 貴吏子
【里美地区】

   野嵜 真衣
【金砂郷地区】

  白石 百合乃
【金砂郷地区】

 長島 由佳
【里美地区】

 石川 明紗
【里美地区】

　野菜のスイーツも大好評♪
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ＩＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

２
月
３
日
、
常
陸
太
田
駅
前
広
場
で
汁
Ｏ

Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ
２
０
１
３
が
開
催
さ
れ
、
お
碗

で
食
べ
る
温
か
な
創
作
汁
物
料
理
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
27
団
体
の
方
は
、
訪
れ
た
大
勢

の
お
客
さ
ん
に
常
陸
太
田
の
食
材
が
入
っ
た

創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
汁
物
を
提
供
。
お
客

さ
ん
は
汁
物
を
食
べ
た
空
容
器
１
個
に
つ
き

１
枚
の
投
票
用
紙
が
渡
さ
れ
、
ど
こ
に
投

〝
汁
Ｏ
Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ
〞
開
催

　
　
　
　

駅
前
広
場
に
あ
ふ
れ
る
熱
気

米
粉
で
お
菓
子
・
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

票
し
よ
う
か
真
剣
に
考
え
選
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
日
１
日
限
り
の
お
祭
り
に
、「
ま
た
食

べ
た
い
ね
」
と
長
蛇
の
列
が
で
き
る
お
店
も

あ
り
ま
し
た
。

昨
年
の
人
出
を
大
幅
に
上
回
る
盛
況
を
見

せ
た
汁
Ｏ
Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ
の
結
果
、
第
１
位
は

「
わ
た
る
家
×
太
田
ワ
ク
ワ
ク
会
」
の
太
田

産
豚
肉
の
ト
ロ
ト
ロ
炙
り
入
り
太
田
と
ん
ち

ん
汁
。
２
位
は
「
山
下
会
」、
３
位
は
「
な

ん
ち
ゃ
っ
て
お
ぐ
ら
や
」
で
し
た
。

２
月
３
日
、
常
陸
太
田
市
産
の
米
粉
を

使
っ
た
第
１
回
常
陸
太
田
お
菓
子
・
ス
イ
ー

ツ
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
Ｊ
Ｒ
常
陸
太
田
駅
で
汁

Ｏ
Ｎ
Ｅ
カ
ッ
プ
と
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
56
点
の
中
か
ら
入
選
し
、
第
２

次
審
査
に
進
ん
だ

12
作
品
を
、
当
日

会
場
に
訪
れ
た
お

客
さ
ん
20
人
の
一

般
審
査
員
と
特
別

審
査
員
が
試
食
を

し
て
、
最
優
秀
賞

１
点
と
優
秀
賞
２

第 2位「山下会特製せんべい汁」第 3位「帰ってきた味噌カ
レー牛乳スープ」

ナンバー ONEに輝いた「太田産
豚肉のトロトロ炙り入り太田とん
ちん汁」

最優秀賞の「おおたっ穂」

優秀賞の「米粉ｄｅふわもち
そばまんじゅう」

優秀賞の「おおたクリームパン」

1次審査を通過した 12作品

点
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
と
な
っ
た
の
は
木
村
正
明
さ
ん

の
「
お
お
た
っ
穂
」。
常
陸
太
田
の
田
ん
ぼ

を
イ
メ
ー
ジ
し
、
羊
か
ん
と
蒸
カ
ス
テ
ラ
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
し
た
。

優
秀
賞
２
点
は
永
井
恵
理
菜
さ
ん
の
「
米

粉
ｄ
ｅ
ふ
わ
も
ち
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
、

塙
く
に
子
さ
ん
の「
お
お
た
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」。

す
べ
て
の
作
品
が
素
晴
ら
し
く
大
変
な
接

戦
で
し
た
。
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
56
作
品

す
べ
て
に
つ
い
て
、
今
後
商
品
化
の
支
援
、

Ｐ
Ｒ
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
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茨
城
大
の
学
生
が
里

川
町
で
成
果
発
表

１
月
26
〜
27
日
、
茨
城
大
学
の

学
生
９
人
が
里
川
町
を
訪
問
し
、

「
里
川
カ
ボ
チ
ャ
を
使
っ
た
商
品

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

成
果
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
茨

大
生
は
、
前
回
11
月
の
訪
問
時
に
、

地
元
の
方
か
ら
里
川
カ
ボ
チ
ャ
の

由
来
、里
川
カ
ボ
チ
ャ
の
特
徴（
特

殊
性
・
優
位
性
）
に
関
す
る
講
義

を
受
け
、
12
品
目
の
レ
シ
ピ
（
カ

ボ
チ
ャ
グ
ラ
タ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
コ

ロ
ッ
ケ
、
カ
ボ
チ
ャ
チ
ッ
プ
ス
な

ど
）
を
企
画
し
ま
し
た
。
発
表
会

で
は
試
作
し
た
商
品
を
試
食
し
た

り
、
里
川
カ
ボ
チ
ャ
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
な
ど
今
後
の
販
売
戦

略
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。みんなで

試食会

ふ
る
さ
と
自
慢
う

た
自
慢

宝
く
じ
助
成
で
防

災
資
器
材
を
整
備

１
月
18
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
番
組
ふ
る
さ

と
自
慢
う
た
自
慢
の
公
開
収
録
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
番
組
は
２

部
構
成
で
、
第
１
部
は
、
地
元
の

出
演
者
の
皆
さ
ん
が
本
市
の
魅
力

を
全
国
に
紹
介
し
な
が
ら
歌
を
披

露
。
ま
た
、
第
２
部
の
「
ふ
る
さ

と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
ゲ

ス
ト
歌
手
の
宮
路
オ
サ
ム
さ
ん
、

瀬
川
瑛
子
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
を
楽

し
み
ま
し
た
。
こ
の
様
子
は
４
月

13
日
と
20
日
の
午
後
４
時
５
分
〜

55
分
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で

放
送
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
聴
き

逃
が
し
な
く
。

市
消
防
本
部
で
は
こ
の
ほ
ど
、

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

収
益
金
で
行
わ
れ
る
地
域
防
災
組

織
育
成
助
成
事
業
で
、
煙
体
験
用

資
器
材
と
、
視
聴
覚
資
器
材
セ
ッ

ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
民
間
防
火

防
災
組
織
の
強
化
や
将
来
の
地
域

防
災
を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
、

各
種
講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
お

い
て
、
地
域
防
火
防
災
力
向
上
の

た
め
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
ま

す
。

男性チーム、女性チームに分かれて
ふるさと自慢

【写真㊤】煙体験ハウス・煙
発生装置等
【写真㊨㊤】100型スクリー
ン・プロジェクター装置等

第
15
回
す
い
ふ
蕎
麦

ま
つ
り

毎
年
恒
例
の
す
い
ふ
蕎
麦
ま
つ

り
が
２
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
秋
に
収
穫
さ
れ
た

玄
そ
ば
が
厳
寒
期
に
熟
成
し
て
、

そ
ば
特
有
の
甘
み
を
増
し
、
最
も

お
い
し
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
市
内
の
す
い
ふ
蕎
麦
ま
つ
り

参
加
18
店
舗
で
は
、
期
間
限
定
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
振
る
舞

わ
れ
、風
味
、香
り
、甘
味
を
持
っ

た
自
慢
の
常
陸
秋
そ
ば
を
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
味
付
け
で
提
供
。
お

客
さ
ん
た
ち
は
お
い
し
い
そ
ば
を

存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。竜っちゃん乃湯のオリジナル

メニュー「竜っちゃん湯膳」

日
本
一
の
そ
ば
を
楽

し
む
会

本
市
が
誇
る
「
常
陸
秋
そ
ば
」

を
、
講
演
や
実
演
を
通
し
て
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
も
う
と
、
第
13
回
日

本
一
の
そ
ば
を
楽
し
む
会
（
市
・

㈶
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興
機

構
・
い
ば
ら
き
蕎
麦
の
会
主
催
）

が
2
月
10
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ

じ
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
そ
ば
好
き
が
訪
れ
ま
し
た
。

元
昭
和
産
業
㈱
の
清
水
吉
郎
さ
ん

に
よ
る
「
水
回
し
を
科
学
す
る
」

と
題
し
た
講
演
に
始
ま
り
、
素
人

そ
ば
打
ち
第
４
代
名
人
の
川
上
正

義
さ
ん
の
実
演
。
ま
た
昼
食
に
は

常
陸
秋
そ
ば
の
十
割
そ
ば
と
鴨
南

蛮
そ
ば
が
振
る
舞
わ
れ
る
な
ど
、

常
陸
秋
そ
ば
の
魅
力
を
存
分
に
味

わ
っ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。そばを打つ人の動きに皆さん注目
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馬場町 観音坂

誉田村役場跡

弁財天

供養塔

馬場八幡宮

太田稲荷

金砂神社

馬力神

小林製菓

流鏑馬道路

スタート・ゴール

P

④

①

②

③

⑥

いづみや

太田一高

桜の木

お地蔵さん

⑧

⑦

⑤

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介
していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩
いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介
していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩
いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介
していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩
いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介
していきます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩
いてみませんか。

天喜 4年（1056）、源頼義
が前九年の役で出羽出兵
の途中、石清水八幡大神
を祭り戦勝祈願したとの
いわれを持つ。現在の社
殿は天正 8年（1580）に
佐竹義重が建立したもの

金砂神社の大祭礼・小
祭礼時の祭事場だった

もとは太田城内に
あったが現在の場
所に移された。本
殿をのぞき込むと
手の込んだ彫刻が
施され古さを感じ
る。当地最古の宮
と伝えられる

昭和の合併後もしばら
くは誉田支所として使
われていた場所。誉田
村道路元標も立ってい
る

栄町と馬場町を結
ぶ急な坂（古くか
らこじき坂の呼び
名がある）の途中
にひっそりと立
つ。近くの石垣に
葉っぱの化石を見
ることができる

八幡宮の末社。
八幡宮夏の祭
礼の日に弁財
天夜祭が毎年
行われている

観音坂（旧棚倉街道の一
部）の途中にまとめられ
て馬力神が立っている。
観音寺が近くにあったと
いう

馬場八幡宮① 

金砂神社

太田稲荷

③ 

②

⑦供養塔

⑥
誉田村役場跡④ 

弁財天

⑤

  
文化課エコミュージアム推進室（内線 541） 

天保の大飢饉のときに奥州
から流れてきた大勢の人々
が急な坂の途中で力尽きて
倒れ、その人たちを供養す
るために建てられた

㉒

お地蔵さん

⑧ 馬力神
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国民年金通信　●●● 保険年金課年金医療係（内線 117･118）

ご
存
知
で
す
か
？ 

学
生
納
付
特
例
制
度

Ａ 

．
学
生
の
方
で
、
本
人
の
前
年

度
の
所
得
が
１
１
８
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶ゆ
う

予よ

さ
れ
ま
す
。

○ 

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
等
の
基
礎
年
金

を
受
け
る
場
合
に
必
要
な

「
期
間
」
に
算
入
さ
れ
ま
す

（
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
）。

○ 

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
放
置
す
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
や
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
必

ず
保
険
料
を
納
め
る
か
、
学

生
納
付
特
例
制
度
な
ど
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ 

．
学
生
納
付
特
例
制
度
を
受
け

た
方
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け

る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

＊ 

【
例
】
２
年
間
こ
の
制
度
の

承
認
を
受
け
た
場
合
、
将
来

受
け
取
る
年
金
が
、
年
額
で

約
４
万
円
減
額
さ
れ
ま
す
。

Ａ 

．市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
へ
、

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

＊ 

本
庁
は
保
険
年
金
課
年
金
医

療
係
、
各
支
所
は
市
民
生
活

課
保
険
福
祉
係

20
歳
に
な
れ
ば
、
ど
な
た
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
学
生
の
方
で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な
場
合

に
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇ 

持
参
す
る
物　

年
金
手
帳
、
印

鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、

在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生

Ｑ
． 

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
？ 

平
成
24
年
度
（
平
成
24
年
４
月
〜
平
成
25

年
３
月
）
分
の
申
請
期
限
は
、
平
成
25
年

４
月
30
日
火
で
す
。

Ｑ 

．
こ
の
制
度
を
受
け
た
場
合
、

将
来
も
ら
え
る
年
金
額
は
ど
う

な
る
の
？ 

Ｑ
． 

手
続
き
方
法
は
？ 

Ｑ
． 

保
険
料
の
追
納
制
度
と
は
？ 

証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明

書
等
）
＊
代
理
の
方
で
も
申
請

で
き
ま
す
。

◎ 

学
生
以
外
の
方
で
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
に

は
、
保
険
料
免
除
制
度
・
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

Ａ 

． 

平
成
24
年
度
以
前
に
学
生
納

付
特
例
制
度
に
該
当
し
て
、

か
つ
平
成
25
年
度
も
在
学
期

間
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
５
月
ご

ろ
ま
で
に
届
く
学
生
納
付
特

例
申
請
書
を
返
送
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
改
め
て
役
所
の

窓
口
で
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊ 

た
だ
し
、
学
校
や
在
学
期
間

に
変
更
が
あ
っ
た
方
や
、
申

請
書
が
届
か
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
改
め
て
手
続
き

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
． 

在
学
中
は
毎
年
申
請
が
必

要
？ 

Ａ 

．
学
生
納
付
特
例
制
度
や
、
免

除
制
度
を
受
け
た
期
間
の
保
険

料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後

か
ら
そ
の
期
間
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
。
追
納
を
す
る
こ
と
で
、
将

来
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
、

全
額
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
年

金
額
が
受
け
取
れ
ま
す
。
追
納

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
市
役
所

の
年
金
担
当
窓
口
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

＊ 

た
だ
し
、
３
年
度
目
以
降
の

分
を
追
納
す
る
と
き
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
額
が
つ

き
ま
す
。
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市民提案型まちづくり事業
自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活力を生み出そうとするグループや団体等を応援する事業で、5年目を
迎えた今年度は 14団体を採択しました。各団体の活動状況を随時紹介していきます。問市民協働推進課（内線 217）

▼▼▼
▼ ▼ ▼

皆さんのアイデアをまちづくりに!!

平
成
21
年
か
ら
旧
瑞
竜
小

の
校
庭
に
咲
く
桜
「
瑞ず
い

桜お
う

」

（
樹
齢
約
80
年
）
の
保
全
管
理

と
樹
勢
回
復
を
行
い
な
が
ら
、

地
域
住
民
の
交

流
を
図
っ
て

い
ま
す
。
結
成

当
初
、
樹
齢
や

病
害
虫
に
よ
っ

て
弱
っ
て
い
た

瑞
桜
で
し
た
が
、

薬
剤
散
布
に
よ

る
病
害
虫
の
駆

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
集
う

【
瑞
桜
を
守
る
会
】　

除
や
テ
ン
グ
巣
病
の
枝
の
切

除
な
ど
、
会
の
地
道
な
整
備
・

管
理
が
実
り
、
こ
こ
数
年
は

見
違
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
来
月
に
は
「
第

２
回
瑞
桜
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
や
フ
ラ

ダ
ン
ス
の
披
露
の

ほ
か
、
豚
汁
の
販

売
、
甘
酒
の
無
料

配
布
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

代
表

　 小
林
一
久
さ
ん
（
瑞
竜
町
）

平
成
21
年
度
に
行
っ
た
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
「
お

宝
探
し
」
を
機
に
発
足
。
昨

年
は
お
宝
探
し
で
作
成
し
た

地
域
の
お
宝
マ
ッ

プ
を
も
と
に
、
案

内
板
・
説
明
板
の

設
置
を
行
い
ま
し

た
。今

年
度
は
、
巡

回
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
地
域
観
光

マ
ッ
プ
を
作
成
し

発
掘
し
た
お
宝
を
巡
る

【
天
神
林
お
宝
探
し
実
行
委
員
会
】

て
い
ま
す
。
ま
た
３
月
下
旬

に
は
、
巡
回
コ
ー
ス
の
整
備

を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
は
、
地
域
観
光
マ
ッ

プ
の
発
行
や
案

内
人
の
養
成
を

行
い
、
地
域
を

訪
れ
る
方
を
温

か
く
迎
え
る
と

と
も
に
、
地
域

を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

代
表

　 寺
門
守
男
さ
ん
（
天
神
林
町
）

常
陸
太
田
の
夏
の
風
物

詩
、
太
田
夏
ま
つ
り
の
「
盆

踊
り
」
を
盛
り
上
げ
る
活
動

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
み
ん

な
が
櫓
を
囲
み

気
軽
に
踊
り
の

輪
に
入
っ
て
盛

り
上
が
っ
た
盆

踊
り
も
、
近
年

は
参
加
団
体
が

減
少
。
勉
強
会

を
開
催
し
、
踊

盆
踊
り
で
楽
し
く
交
流

【
太
田
ま
つ
り
の
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ
る
会
】

り
の
練
習
や
振
り
付
け
、
衣

装
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
通

し
て
盆
踊
り
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
今
年
の

夏
祭
り
に
向
け
て
、

市
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ク
ル
や
団

体
・
企
業
な
ど
に
、

盆
踊
り
を
盛
り
上

げ
る
た
め
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

代
表

　 石
川
元
子
さ
ん
（
小
目
町
）

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
鯨
ケ
丘
商
店
街
で
の
「
軒

下
バ
ザ
ー
ル
」
の
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。
軒
下
バ
ザ
ー

ル
と
は
、
休
業
店

舗
の
軒
下
を
借
り

て
、
そ
こ
に
各
種

事
業
者
や
団
体
に

出
店
を
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
図
る
も

の
で
す
。

鯨
ケ
丘
で
バ
ザ
ー
ル
開
催

【
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
い
づ
る
19
】　

初
の
試
み
と
な
る
今
回
は
、

「
鯨
ケ
丘
ひ
な
ま
つ
り
」
に

あ
わ
せ
て
、
今
月
30
日
に
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
会
で

は
今
後
も
、
鯨

ケ
丘
商
店
街
と

の
連
携
を
図
り
、

定
期
的
な
開
催

へ
向
け
て
事
業

を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

代
表

　 杉
森
敏
弘
さ
ん
（
金
井
町
）
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Information

✿
✿
温
か
い
ご
支
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

◇ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
（
１
月
26
日
〜
２
月
20
日
受
入
分
）

　

 

宝
仙
寺
前
通
商
店
会 

様　

３
万
円

　

　 義
援
金
累
計

   

１
億
１
５
１
万
３
０
３
６
円 

真
弓
町
に
あ
る
真
弓
山
と

台だ
い

山や
ま

の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
、
誰
も
が
安
心
し
て
ハ
イ

キ
ン
グ
で
き
る
コ
ー
ス
と
し

て
整
備
し
て
い

ま
す
。
今
年
度

は
真
弓
山
の

コ
ー
ス
を
中
心

に
、
11
月
か
ら

12
月
に
か
け
て

５
回
の
作
業
を

行
い
、
階
段
の

整
備
や
手
す
り

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
整
備

【
真
弓
山
・
台
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
保
全
隊
】

の
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
会

で
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

の
整
備
や
ハ
イ
キ
ン
グ
行
事

な
ど
を
通
し
て
、
真
弓
町
の

活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、

コ
ー
ス
を
訪

れ
る
皆
さ
ん

と
の
交
流
も

視
野
に
入
れ

た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

代
表

　 黒
澤
一
治
さ
ん
（
真
弓
町
）

里
美
地
区
出
身
で
水
戸
彰

考
館
総
裁
を
務
め
た
「
豊
田

天
功
」、
天
功
の
子
で
水
戸
彰

考
館
総
裁
代
役

を
務
め
た
「
香こ
う

窓そ
う

」
と
そ
の
妻

で
日
本
の
保
母

第
１
号
の
「
芙ふ

雄ゆ

」
を
顕
彰
す

る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
３
人

の
功
績
と
活
躍

郷
土
の
偉
人
を
顕
彰

【
豊
田
天
功
・
香
窓
・
芙
雄
顕
彰
会
】　

を
広
く
紹
介
す
る
た
め
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
め

る
よ
う
マ
ン
ガ
本
の
制
作
に

取
り
組
ん
で
お
り
、

今
年
夏
頃
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま

す
。
会
で
は
、
マ

ン
ガ
本
の
ほ
か
紙

芝
居
な
ど
も
制
作

し
、
継
続
し
て
顕

彰
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

代
表

　 興
野

　 操
さ
ん
（
上
深
荻
町
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

【
東
海
村
】

第
24
回
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り

　

阿
漕
ヶ
浦
公
園
の
約
２
０
０
本

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を〝
あ
ん
ど
ん
〞

や
〝
ぼ
ん
ぼ
り
〞
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
昼
間
と
は
表
情
の
違

う
幻
想
的
な
夜
桜
の
風
景
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◇ 

と
き　

４
月
１
日
月
〜
14
日
日

（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

日
没
〜
午

後
９
時
）

◇ 

と
こ
ろ　

阿
漕
ヶ
浦
公
園

問 

東
海
村
観
光
協
会
（
東
海

村
経
済
課
内　

☎
０
２
９
‐

２
８
２
‐
１
７
１
１　

内
線

１
４
３
９
）

応募区分 はじめの一歩事業 市民提案事業
交 付
対 象 者 構成員が５人以上で、その過半数が市内に在住、勤務もしくは在学している市民団体またはグループ等

補助対象
事 業

市民と行政との連携による住み良い地域社会の実現のため、地域の活性化や課題解決を目的に、市民団体等が自ら企画し、
主体的に取り組むまちづくり事業
これから活動を始めようとする市民団体等が、活動の継続
を前提に計画する上記の補助対象事業 市民団体等が計画する上記の補助対象事業

募 集 数 3団体程度 15団体程度

補助金額 1団体につき上限 10万円
※ 助成は 1回限りとし、次年度以降市民提案事業の申請可

1団体 1事業につき上限 30万円
※ 年度中 1回限りとし、同一事業を継続する場合は 3年まで

事業実施
期 間 交付の日から平成 26年 3月 31日まで

申請期限 4月 26日（金）

申 請 等
募集要項を参照の上、市民協働推進課（市役所本庁２階）まで持参してください。募集要項は、市民協働推進課・各支
所の企画総務課のほか、下記ホームページからダウンロードもできます。
【常陸太田市市民活動ネット】http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/index.php?code=1117

選考結果
の 通 知

選考結果（交付・不交付）については、審査委員会の審査を経て６月上旬に文書で通知します。
※通知時期は、応募状況等により前後する場合があります。

そ の 他
○事業は審査委員会で審査を行い、可否を決定します。
○ 審査の結果や応募状況によっては、追加募集を行います。
○ 書類の書き方や補助金制度に関する相談を受け付けていますので、詳しくはお問い合わせください。

市民提案型まちづくり
事業を募集します!

平成 25年度も市民提案型まちづくり事業の応募団体を募
集します。自分たちの力で地域の課題を解決し、地域の活
力を生み出そうとするグループをお待ちしています。



16

Information
ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
26
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ﹇
１
月
24
日（
決

勝
戦
）
／
水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
﹈

①
中
西　

②
東
染
球
友
会
Ｂ　

③

東
染
球
友
会
Ａ

ま
ち
の
話
題

２
月
23
日
、
消
防
本
部
で
〝
親

子
で
学
ぼ
う
〞
わ
が
家
の
防
火
・

防
災
教
室
が
開
催
さ
れ
、
20
組
64

人
の
親
子
が
体
験
学
習
に
よ
り
防

火
・
防
災
対
策
を
学
び
ま
し
た
。

起
震
車
に
よ
る
東
日
本
大
震
災

並
み
の
模
擬
地
震
や
煙
ハ
ウ
ス
に

よ
る
煙
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
ま

ず
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
の
重
要

さ
を
実
感
。
ま
た
普
段
で
き
な
い

消
防
車
乗
車
体
験
や
放
水
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
消
防
署
を
深
く
知

る
こ
と
で
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
の
重
要
性
に
つ
い
て
楽
し
み

な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。起震車による模擬

地震体験
防火衣を着て放水
体験、水圧の強さ
にびっくり

　

　 　

安心：急病でも協力病院の大森医院がすぐ対応

第
６
回
常
陸
太
田
市
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
・
親
子
ふ
れ
あ
い
大
会

﹇
２
月
17
日
／
大
里
ふ
れ
あ
い
広

場
周
辺
﹈

▼ 

親
子
（
小
学
１
年
）
の
部
﹇
子
・

親
﹈

　

① 

梅
田
祈
和
・
梅
田
雅
樹
（
佐

竹
小
）　
《
同
着
１
位
》

　

① 

長
嶋
大
吾
・
長
嶋
修
一
（
水

府
小
）　
《
同
着
１
位
》

　

③ 

佐
藤
嘉
音
・
佐
藤
研
一
（
久

米
小
）　

▼ 

親
子
（
小
学
２
年
）
の
部
﹇
子
・

親
﹈　

　

① 

長
嶋
廉
・
菊
池
佳
之
（
佐
竹

小
）　

　

② 

鈴
木
南
於
斗
・
鈴
木
一
浩（
山

田
小
）

　

③ 

佐
藤
昭
太
・
佐
藤
武
昭
（
機

初
小
）　

▼
小
学
３
年
男
子
の
部　

　

①
綿
引
海
斗
（
太
田
小
）　

　

②
井
坂
佳
亮
（
郡
戸
小
）　

　

③
後
藤
元
気
（
久
米
小
）

▼
小
学
３
年
女
子
の
部　

　

①
興
野
笑
理
（
賀
美
小
）　

　

②
岡
崎
冴
映
（
金
砂
郷
小
）

　

③
萩
谷
奈
摘
（
機
初
小
）

▼
小
学
４
年
男
子
の
部

　

①
後
藤
大
志
（
久
米
小
）

　

②
大
内
悠
史
（
久
米
小
）

　

③
坂
爪
亮
汰
（
太
田
小
）

▼
小
学
４
年
女
子
の
部　

　

①
中
村
萌
那
美
（
西
小
沢
小
）

　

②
小
林
叶
（
郡
戸
小
）

　

③
五
十
嵐
喬
香
（
山
田
小
）

▼
小
学
５
年
男
子
の
部　

　

①
川
島
将
真
（
太
田
小
）

　

②
加
藤
諒
大
（
太
田
小
）

　

③
石
塚
晴
季
（
太
田
小
）

▼
小
学
５
年
女
子
の
部　

　

①
緑
川
芽
衣
（
太
田
小
）

　

②
村
田
萌
菜
（
太
田
小
）

　

③
中
川
瑞
穂
（
世
矢
小
）　

▼
小
学
６
年
男
子
の
部　

　

①
小
林
竜
也
（
機
初
小
）

　

②
白
石
光
（
機
初
小
）

　

③
滝
川
胤
馬
（
山
田
小
）

▼
小
学
６
年
女
子
の
部　

　

①
山
本
芽
生
（
西
小
沢
小
）

　

②
内
村
茉
由
（
太
田
小
）

　

③
内
田
梨
菜
（
山
田
小
）

▼
中
学
１
年
男
子
の
部　

　

①
片
根
洋
平
（
瑞
竜
中
）　

　

②
福
島
正
訓
（
瑞
竜
中
）

　

③
鈴
木
流
世
（
瑞
竜
中
）

▼
中
学
１
年
女
子
の
部　

　

①
久
保
木
香
帆
（
世
矢
中
）

　

②
樫
村
美
咲
（
峰
山
中
）

　

③
後
藤
千
夏
（
水
府
中
）

▼
中
学
２
・
３
年
男
子
の
部　

　

①
会
沢
紘
太
（
水
府
中
）

　

②
萩
谷
駿
太
（
峰
山
中
）　

　

③
新
井
遼
（
瑞
竜
中
）

▼
中
学
２
・
３
年
女
子
の
部

　

①
成
田
麗
（
峰
山
中
）　

　

②
久
保
木
愛
絵
（
世
矢
中
）

　

③
後
藤
日
菜
子
（
太
田
中
）
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１月 19日、上深萩大菅町会（田所美朗町会長）で
男性を対象とした料理教室が行われました。地元の里
美屋旅館のご主人を講師に迎え、参加者 15人が餃子
づくりに挑戦しました。包む作業が難しかったよう
で、できあがった餃子
の中には、かしわ餅の
ような大きなものもあ
りましたが、市販品と
は違った味に参加者は
舌鼓を打っていました。

自分で作った餃子の味は格別

2月 10日、赤土集会所で収穫祭が行われました。赤
土町は「常陸秋そばの郷まもりたい」を中心とし赤土
の地域資源である「常陸秋そば」と「里山」を大切に
さまざまな活動を行い、活動の報告や紹介を兼ね毎年
収穫祭を行っています。餅
やけんちんを作った後、が
まの油売りの口上や余興を
楽しみ、赤土で収穫された
絶品の手打ちそばを賞味。
集まった赤土ゆかりの人々
は大満足な 1日を過ごしま
した。

昨年 2月に中野町の丘陵で発見された、中野冨士山
古墳の測量に向けて、1月 27日、地元の方など約 20
人が参加し、古墳周辺の低木切りが行われました。古
墳の規模は全長約 70m（後円部 50m・前方部 20m）、
後円部の高さは 20mほ
ど。今後、国士舘大学
の井博幸教授を中心と
して測量調査が行われ
る予定です。

誉田地区の趣味の作品展が、1月 25日～ 27日、誉
田公民館等を会場に行われました。今年で 6回目を迎
えるこの作品展は、誉田地区住民のさまざまな趣味の力
作の発表の場となり、展示
品は盆栽・陶芸・絵画・写
真・手芸品など幅広く、訪
れた人たちを楽しませてい
ました。また、2月 16・17
日、機初市民ふれあいセンターで
機初公民館まつりが開催されまし
た。地域の方の陶芸・手芸・書道・
絵画・写真・珍しい鉱物などの趣味
の作品約 100点が展示され、ひょ
うたんを使ったスカイツリーなど力
作が揃いました。

できたてのお餅にきな粉を
まぶして、おいしいきな粉
餅が完成

地域の方が協力して古墳
周辺を整備

2月 9日、生涯学習センターを会場に健康を考える
集い（市主催）が開催されました。「こころが感動する。
こころが元気になる」をテーマに、映画「ツレがうつ
になりまして。」の上映、疲労回復・ストレス解消運
動講座、こころの相談などを実施。医師、薬剤師、精
神保健福祉士、保健師
が来場者からの相談に
応じました。中高年の
方を中心に多くの市民
が来場し、健康への関
心の高さをうかがわせ
ました。 血管年齢やストレス度

を測定

まちの話題 my town news 

2月 10日、小島町の工芸交流センター楓で、ワーホ
イまつり（鳥追いまつり）が行われました。
このまつりは今年で 8回目を迎え、地元の子ども会、

町会など多くの方が参加・協力し、餅つきや繭玉飾り、
鳥小屋作りなどが行わ
れました。また、ベー
ゴマや羽根つきなどレ
クリエーションのほか、
さまざまなプレゼント
も用意され、楽しい 1
日を過ごしました。

大きな鳥小屋を作ったよ 【写真㊤】誉田地区趣味の作品展
【写真㊦】機初公民館まつり
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

ちょっと

寄り道

今
月
は
大
中
町

来月は、大中の
「大」つながりで、
大平町さんにお願
いします。

紹介者　
大中町
野口  謙治さん

大中町の泉
せん

福
ぷく

寺と言えば、県指定の

天然記念物「泉福寺のシダレザクラ」

が有名ですが、境内には本堂向かって

西側に薬
やく

師
し

堂
どう

があります。薬師堂はも

ともと泉福寺の場所に貞
じょうきょう

享元年（1684
年）まであった松

しょうあんじ

安寺時代のもので、と

てもご利益のあるといわれる薬師如来と日光・月光両菩薩、十二神将、

痛いところをなでると治るといわれるびんずる尊
そんじゃ

者が安置されています。

平成 13年に大改修が行われ、古い時代からの威容を保っています。桜
の時期以外でも参拝されている方もいらっしゃいます。

泉福寺薬師堂
おおだいら

おおなか

1月 20日、上河合公民館で地域の将来像についての話し合いが行われました。これは昨年のお宝探しで
発見した地域資源を、地域活性化のために有効利用しようと行われたものです。また同様に 2月 3日には、
大里農村集落センターでも将来像の話し合いが行われ、各地で地域の隠れた資源を活かした地域おこしの
動きが広がっています。
各地域では話し合った内容をもとに、今後の地域活性化のための取り組みを行っていく予定です。

～各地で将来像を話し合う～

テーマ：未来にかがやく上河合

テーマ： 楽しさ＆ふれあいいっぱい大里 1
ふるさとづくり

さきもり

大里 1町

上河合町
お宝の活用についてのアイディア

○ 各家庭の門の前に花プランターを置き、花のある上河合
にしたい
○上河合の宣伝マン「上河合大使」をつくりたい
○「舟

ふな

渡
ど

」この地名を残したい
○上河合のガイドブックをつくりたい
○ 久慈川改修記念碑や防人の碑に
　ついて解説看板を作成したい
○河合城の案内板やミニチュアを作りたい

お宝の活用についてのアイディア

○ハイキングコースを整備し、看板を作成したい
○地域のお宝マップを作成したい
○町内で住民が集まれる行事を作りたい
○三世代交流できるイベントを行いたい
○史跡の整備を行いたい
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今月は「世矢幼稚園」で～す世矢幼稚稚「世世矢「世

問 （☎ ）

ボランティア
　がんばってま

す！

手作りの温かさを伝えたい

第 12回
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表紙に
よせて

2月 23日、東染町では独自に総合防災訓練を実施しました。自主防災会の役員が中心となり、約 100人が 1日かけて、
けが人搬送、給水、消火、救命法などの訓練に参加。「いざ」というときのために備えていました。

今月から始まった「おめでと
う！はじめての誕生日」のコ
ーナーでは、満１歳を迎え
るお子さんを紹介していく
よ。お気に入りの写真を送
ってね。

問企画課（内線 314）

『子育て上手常陸太田』 推進隊

　◇ 対象　市内に住所を有する平成 24年 5月生まれ
のお子さん（5月号掲載分）

　  ◇応募締切　4月 8日 　

　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年
月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

　◇ その他　メールの場合は写真データを添付してくだ
さい（ＪＰＥＧ形式で 3ＭＧ以内）。応募された写真
は返却しませんのでご了承ください。

　申   問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611常陸太田市金
井町 3690／メールアドレス　joho2@city.hitachiota.
lg.jp／内線 303・304）

おめでとう！
はじめての
３月で１歳です！

 長島花
か ほ

朋ちゃん
 3月 8日（幡町）

　 荻津嵩
しゅうと

斗くん
3月 26日（大方町）

  梶山律
り つ き

樹くん
 3月 8日（幡町）

　梶山桜
る な

菜ちゃん
 3月 25日（茅根町）

　森美
み お な

桜愛ちゃん
 3月 20日（新宿町）

　   榊真
ま な と

人くん
3月 29日（山下町）

　 菊池陽
は る と

斗くん
3月 6日（山下町）

　坂場天
そ ら ね

音ちゃん
   3月 3日（栄町）

元気
に

すく
すく

が始動！


